
護衛艦と掃海艦２隻同時公開　学生が艦艇勤務を体感
生
活
で
も
役
立
つ
「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
」
を
体
験
し
た
。

し
た
。

海
上
自
衛
隊
の
幅
広
い
仕
事
や
艦
艇
で
の
勤
務
に
理
解
を
深
め
、
不
安
を
払
拭
し
て
い
た
様
子

に
入
港
し
た
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
「
は
る
さ
め
」
と
掃
海
艦
「
ひ
ら
ど
」
の
２
隻
を
同
時
に

ル
が
送
ら
れ
た
。

か
ら
「
ど
ん
な
素
質
が
必
要
で
す
か
」
と
の
問
い
に
、
乗
員
か
ら
は
「
素
質
は
関
係
な
い
よ
。

で
海
上
自
衛
隊
の
編
成
や
掃
海
任
務
、
海
上
自
衛
官
の
階
級
や
各
職
種
の
説
明
を
受
け
た
後
、

戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
は
じ
め
、
艦
周
辺
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
艦
橋
や
エ
ン
ジ
ン
出
力
の
制

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
官
の
働
く
現
場
を
実
際
に
見
学
で
き
る
機
会
を
設
け
、
学
生
に

一
方
「
は
る
さ
め
」
で
は
、
甲
板
に
備
え
た
ミ
サ
イ
ル
や
搭
載
し
て
い
る
Ｓ
Ｈ‐

６
０
Ｋ
哨

参
加
者
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
交
互
に
両
艦
を
見
学
。「
ひ
ら
ど
」
で
は
、
食
堂

だ
っ
た
。

見
学
で
き
る
特
別
公
開
を
実
施
し
、
両
日
合
わ
せ
て
２
６
人
の
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
が
参
加

学
生
た
ち
は
、
任
務
の
異
な
る
２
隻
の
艦
艇
を
同
時
に
見
学
で
き
た
こ
の
貴
重
な
機
会
に
、

み
ん
な
最
初
は
初
心
者
。
一
か
ら
教
え
て
も
ら
え
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
エ
ー

４
日
（
日
）、「
第
７
２
回
清
水
み
な
と
祭
り
」
に
合
わ
せ
て
清
水
港
日
の
出
埠
頭
（
静
岡
市
）

乗
員
の
寝
室
や
浴
室
と
い
っ
た
居
住
区
、
艦
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
装
備
を
見
学
。
最
後
に
、
日
常

御
を
行
う
操
縦
室
を
見
学
。
ま
さ
に
操
縦
室
で
勤
務
す
る
「
機
関
員
」
を
目
指
し
て
い
る
学
生

職
業
と
し
て
の
自
衛
隊
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
務
め
て
い
く
。

清水港開港１２０周年を陸・海・空自衛隊が共演して祝福　清水みなと祭り
し
た
ほ
か
、
海
上
自
衛
隊
か
ら
は
長
崎
県
佐
世
保
を
母
港
と
す
る
護
衛
艦
「
は
る
さ
め
」
と
神
奈
川

度
を
超
え
る
暑
さ
で
あ
っ
た
も
の
の
、
両
日
と
も
多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
た
。

安
ら
ぎ
を
届
け
た
。
来
場
し
た
中
学
生
は
「
戦
闘
機
の
雄
姿
が
す
ご
く
て
、
体
と
心
に
ジ
ー
ン
と
き

り
上
げ
た
。

プ
タ
ー
」
が
湾
内
に
お
い
て
災
害
派
遣
を
想
定
し
た
救
難
活
動
の
一
部
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
陸
上

に
貢
献
し
て
い
く
。

と
、
岐
阜
基
地
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）
の
「
Ｆ
ー
１
５
戦
闘
機
」「
Ｆ
ー
２
戦
闘
機
」
が
飛
来
し
、

志
願
を
常
時
受
け
付
け
中
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
。
自
衛
官
希
望
の
高
校
生
か
ら
「
炎
天
下
で
も
キ
ビ

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
８
月
３
日
（
土
）
と

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
８
月
３
日
（
土
）
と
４
日

衛
隊
駒
門
駐
屯
地
と
板
妻
駐
屯
地
（
と
も
に
御
殿
場
市
）
か
ら
は
「
１
６
式
機
動
戦
闘
車
」
と
「
高

す
る
な
ど
、
３
自
衛
隊
が
一
堂
に
会
し
て
共
演
し
た
。

一
方
、
静
岡
地
本
も
岸
壁
に
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
、「
営
業
部
長
・
し
ず
ぽ
ん
」
や
「
静
岡
地
本

が
で
き
た
。

県
横
須
賀
を
母
港
と
す
る
掃
海
艦
「
ひ
ら
ど
」
が
寄
港
し
、
２
隻
同
時
に
艦
内
の
一
般
公
開
を
実
施

静
岡
地
本
は
、
装
備
品
の
展
示
協
力
を
県
内
外
の
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
部
隊
に
依
頼
。
陸
上
自

た
」
な
ど
と
話
し
、
清
水
港
で
暑
い
夏
休
み
の
１
日
を
満
喫
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
清
水
港
開
港
１
２
０
周
年
を
記
念
し
た
「
清
水
み
な
と
祭
り
」
の
一
環
で
、
連
日
３
０

自
衛
隊
第
１
音
楽
隊
（
東
京
都
練
馬
区
）
が
岸
壁
で
優
雅
な
演
奏
を
披
露
し
、
来
場
者
に
ひ
と
時
の

日
頃
の
厳
し
い
飛
行
訓
練
の
一
部
を
披
露
し
た
ほ
か
、
浜
松
基
地
の
「
Ｕ
Ｈ
ー
６
０
Ｊ
救
難
ヘ
リ
コ

キ
ビ
と
動
い
て
い
る
自
衛
官
を
み
て
、
自
分
も
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
っ
た
」
と
の
声
を
聞
く
こ
と

（
日
）、
清
水
港
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
清
水
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
に
協
力
し
会
場
を
盛

機
動
車
」
が
、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
（
浜
松
市
）
か
ら
は
「
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
」
が
集
結

４
日
（
日
）
は
、
清
水
港
上
空
に
航
空
自
衛
隊
静
浜
基
地
（
焼
津
市
）
の
「
Ｔ
ー
７
初
等
練
習
機
」

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
１
等
海
尉
駿
河
葵
」
も
登
場
、「
自
衛
官
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
採
用

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
元
か
ら
の
熱
い
要
望
に
積
極
的
に
協
力
し
て
、
地
域
の
更
な
る
活
性
化


